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【誤訳訂正書】
【提出日】平成23年6月3日(2011.6.3)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】特許請求の範囲
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　蜜ろうまたはモンタンエステルワックスまたはこれらの混合物を含有
するポリマー組成物（Ｑ）から成るフィルムまたはコーティングの水蒸気透過性を減少す
る方法において、第一工程で、Ｚ１）少なくとも１種の部分芳香族ポリエステル４０～９
８．５質量％、Ｚ２）相溶化剤としてのデンプンまたはセルロースまたはこれらの混合物
０．５～２０質量％、Ｚ３）蜜ろうまたはモンタンエステルワックスまたはこれらの混合
物１～２０質量％およびＺ４）少なくとも１種の添加剤０～２０質量％（この場合、質量
％はＺの全質量に対する）を含有する組成物（Ｚ）を製造し、かつ第二工程で、組成物Ｚ
を、Ｑの基礎となるポリマーと合することを特徴とする、蜜ろうまたはモンタンエステル
ワックスまたはこれらの混合物を含有するポリマー組成物（Ｑ）から成るフィルムまたは
コーティングの水蒸気透過性を減少する方法。
　　【請求項２】　Ｚは、Ｚ２とＺ３を混合し、かつこの混合物をＺ１と合することによ
り製造される、請求項１に記載の方法。
　　【請求項３】　Ｚの全質量に対して相溶化剤Ｚ２　１～１５質量％を使用する、請求
項１または２に記載の方法。
　　【請求項４】　Ｚ１）少なくとも１種の部分芳香族ポリエステル４０～９８．５質量
％、Ｚ２）相溶化剤としてのデンプンまたはセルロースまたはこれらの混合物０．５～２
０質量％、Ｚ３）蜜ろうまたはモンタンエステルワックスまたはこれらの混合物１～２０
質量％およびＺ４）少なくとも１種の添加剤０～２０質量％（この場合、質量％はＺの全
体の質量に対する）を含有する組成物（Ｚ）を、Ｑの基礎となるポリマーと合することに
より、蜜ろうまたはモンタンエステルワックスまたはこれらの混合物を含有するポリマー
組成物（Ｑ）から得られるフィルムまたはコーティング。
　　【請求項５】　１６～５７の水蒸気透過性［ASTM F 1249により測定されたｇ・１０
０μｍ　ｍ-２ｄ-１］を有する請求項４に記載のフィルムまたはコーティング。
　　【請求項６】　Ｚ１）少なくとも１種の部分芳香族ポリエステル４０～９８．５質量
％、
Ｚ２）デンプンまたはセルロースまたはこれらの混合物０．５～２０質量％、
Ｚ３）蜜ろうまたはモンタンエステルワックスまたはこれらの混合物１～２０質量％、お
よび
Ｚ４）少なくとも１種の添加剤０～２０質量％
を含有する組成物。
　　【請求項７】　成分Ｚ１として使用されるポリエステルが、主成分として、
Ａ）　ａ１）少なくとも１種の脂肪族または少なくとも１種の脂環式ジカルボン酸または
そのエステル形成誘導体またはこれらの混合物３０～９５ｍｏｌ％、
　　　ａ２）少なくとも１種の芳香族ジカルボン酸またはそのエステル形成誘導体または
これらの混合物５～７０ｍｏｌ％、
　　　ａ３）スルホネート基含有の化合物０～５ｍｏｌ％
から成る酸成分および
Ｂ）　少なくとも１種のＣ２～Ｃ１２－アルカンジオールおよび少なくとも１種のＣ５～
Ｃ１０－シクロアルカンジオールまたはこれらの混合物から選択されるジオール成分を含
有する、請求項６に記載の組成物。
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　　【請求項８】　プレミックスを製造するための請求項６または７に記載の組成物の使
用。
　　【請求項９】　フィルムまたはコーティングの水蒸気透過性を減少させるための請求
項６または７に記載の組成物の使用。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１０】
　意外にも、蜜ろうまたはモンタンワックスまたはこれらの混合物をポリマー組成物中で
使用することにより、これらにより製造されるフォルムまたはコーティングの水蒸気透過
性が減少することが見出された。意外にも、相溶化剤としてのデンプンまたはセルロース
は、ポリマーマトリックス中で、蜜ろうまたはモンタンエステルワックスまたはこれらの
混合物を結合するために好適であることが見出され、その結果、設定された課題は、第一
工程で、Ｚ１）Ｑの基礎となるポリマー（Ｑ１）と相溶性の少なくとも１種のポリマー４
０～９８．５質量％、Ｚ２）相溶化剤としてのデンプンまたはセルロースまたはこれらの
混合物０．５～２０質量％、Ｚ３）蜜ろうまたはモンタンエステルワックスまたはこれら
の混合物１～２０質量％およびＺ４）少なくとも１種の添加剤０～２０質量％（この場合
、質量％はＺの全質量に対する）を含有する組成物（Ｚ）を製造し、かつ第二工程で、組
成物Ｚを、Ｑの基礎となるポリマー（Ｑ１）と合することによる、蜜ろうまたはモンタン
エステルワックスまたはこれらの混合物を含有するポリマー組成物（Ｑ）から成るフィル
ムまたはコーティングの水蒸気透過性を減少する方法より達成されることも見出された。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７８】
　本発明によれば、組成物Ｚ中で成分Ｚ１として使用されるポリマーは、ポリマー組成物
Ｑの基礎となるポリマーＱ１と相溶性である。成分が混合可能であるかまたは一方のポリ
マーがもう一方のポリマー成分中に溶解する傾向にある場合には、２つのポリマー成分は
、一般的には相溶性であると解釈される（B. Vollmert, Grundriss der makromolekulen 
Chemie、第IV巻、222ページ、E. Vollmert Verlag 1979参照）。相溶性は、例えば、溶解
度パラメーター、光学的透明度、ガラス転移温度または分光器による方法におけるその違
いを使用して、例えばＮＭＲ－、ＩＲ－または蛍光測定を使用するか、または曇り度測定
もしくは散乱法を使用することにより決定することができる（例えば、L. A. Utracki "P
olymer Alloys and Blends"34～42ページ、New York 1989参照）。
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